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紹
介
と
揖
評

黒
神
　
聰
著

『
一
九
五
三
・
三
二
〇
・
欧
州
政
治
共
同
体
構
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
E
C
政
治
統
合
の
一
つ
の
指
標
1
』

　
　
　
　
　
一

　
欧
州
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
（
E
C
S
C
）
、
欧
州
経
済
共
同
体
（
E
E
C
）
な
ら
び

に
欧
州
原
子
力
共
同
体
（
E
U
R
A
T
O
M
）
よ
り
成
る
欧
州
共
同
体
（
E
C
）

は
、
不
可
侵
の
主
権
を
有
す
る
国
民
国
家
間
の
協
力
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
指

す
「
政
府
問
機
構
」
と
は
異
な
り
、
加
盟
国
が
そ
の
主
権
の
一
部
を
移
譲
し
た

「
超
国
家
機
構
」
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
国
家
間
関
係
に
な
い
、
ま
つ
た
く
新

し
い
試
み
で
あ
る
・
し
か
し
な
が
ら
、
E
C
の
発
展
過
程
を
振
り
返
つ
て
み
る

と
、
そ
の
道
の
り
は
決
し
て
平
坦
な
も
の
で
は
な
く
、
、
成
功
と
失
敗
、
前
進
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

後
退
を
繰
り
返
す
試
行
錯
誤
の
歴
史
を
示
し
て
い
る
・

　
我
が
国
に
お
け
る
E
C
研
究
は
E
E
C
の
成
立
（
一
九
五
八
年
）
前
後
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

始
ま
つ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
主
と
し
て
経
済
の
分
野
で
行
な
わ
れ
、
E

C
の
発
展
過
程
に
お
い
て
き
わ
め
て
重
要
な
一
九
五
〇
年
代
前
半
の
欧
州
統
合

の
試
み
に
つ
い
て
十
分
な
研
究
が
行
な
わ
れ
て
き
た
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
二
〇
　
　
（
二
〇
二
叫
）

も
、
シ
ュ
ー
．
マ
ソ
・
プ
ラ
ン
や
E
C
S
C
、
プ
レ
ヴ
ァ
ソ
・
プ
ラ
ン
や
欧
州
防

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

衛
共
同
体
（
E
D
C
）
に
つ
い
て
は
論
稿
が
発
表
さ
れ
て
き
た
が
、
E
D
C
と

同
じ
運
命
を
辿
つ
た
欧
州
政
治
共
同
体
（
E
P
C
）
自
体
を
対
象
と
し
た
研
究

は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
て
お
ら
ず
、
せ
い
ぜ
い
E
D
C
を
論
ず
る
際
に
若
干
触
れ

ら
れ
る
の
が
常
で
あ
つ
た
（
一
六
六
頁
参
照
）
。
こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
は
、
欧

米
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
E
P
C
は
忘
れ
ら
れ
た
存
在
と
い
つ
て
も
過
言

で
は
あ
る
ま
い
。
本
書
は
か
か
る
研
究
分
野
の
ニ
ア
・
ポ
ケ
ッ
ト
を
埋
め
る
も

の
で
あ
り
、
我
が
国
初
の
E
P
C
の
本
格
的
研
究
で
あ
る
。
著
者
の
専
門
は
国

際
法
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
E
C
の
法
的
諸
問
題
に
つ
い
て
緻
密
な
労
作
を
精
力

的
に
発
表
さ
れ
て
ぎ
た
が
、
欧
州
統
合
史
の
分
野
で
も
「
西
ド
イ
ッ
の
欧
州

（
4
）

化
」
な
ど
貴
重
な
貢
献
を
さ
れ
て
き
た
。
本
書
は
、
著
者
が
『
愛
知
学
院
大
学

法
学
研
究
』
に
連
載
発
表
さ
れ
た
論
稿
に
筆
を
加
え
ら
れ
た
も
の
で
、
以
下
の

構
成
を
と
つ
て
い
る
。

　
　
　
は
し
が
き

　
　
第
一
部
欧
州
（
政
治
）
共
同
体
条
約
草
案
の
成
立
経
緯

　
　
　
は
じ
め
に

第第第
ホ　 カ　ぬ
早早早

第
四
章

第
五
章

》
α
ぎ
。
総
会
の
前
史

》
α
ぎ
。
総
会
お
よ
び
起
草
委
員
会
の
設
立

起
草
委
員
会
委
員
の
決
定
と
小
委
員
会
お
よ
び
作
業
グ
ル
ー

プ
設
置

起
草
委
員
会
の
活
動

ー
第
三
会
期
に
採
択
さ
れ
た
六
決
議
を
中
心
と
し
て
i

＞
α
ぎ
。
総
会
の
特
別
方
針
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第
六
章

第
二
部

　
第
耐
章

　
第
二
章

　
第
三
章

　
第
四
章

　
第
五
章

　
あ
と

　
資
　
料

　
》
α
ゲ
8
総
会
の
欧
州
（
政
治
）
共
同
体
規
程
に
関
す
る
条
約

　
草
案
の
採
択

欧
州
（
政
治
）
共
同
体
条
約
草
案
の
内
容
と
そ
の
検
討

　
欧
州
共
同
体
の
基
本
的
性
格

　
欧
州
共
同
体
の
各
種
機
関

　
欧
州
共
同
体
の
管
轄
権

　
欧
州
共
同
体
加
盟
問
題
と
連
合
関
係

　
欧
州
審
議
会
と
の
結
合
関
係

が
き

　
編

二

　
第
一
部
は
欧
州
政
治
共
同
体
条
約
草
案
が
作
成
さ
れ
た
過
程
全
体
を
詳
述
し

て
い
る
が
、
ま
ず
第
一
章
で
は
、
一
九
五
一
年
九
月
一
四
日
の
米
・
英
・
仏
三

国
外
相
会
議
の
「
ワ
シ
ン
ト
ソ
共
同
声
明
」
が
政
治
共
同
体
構
想
の
展
開
に
お

い
て
重
大
な
節
目
と
な
り
、
欧
州
審
議
会
諮
問
会
議
の
「
一
九
五
7
二
一
二

〇
勧
告
」
が
一
九
五
二
年
五
月
二
七
日
署
名
さ
れ
た
E
D
C
条
約
第
三
八
条
に

明
示
的
に
規
定
さ
れ
、
さ
ら
に
、
一
九
五
二
年
五
月
三
〇
日
「
超
国
家
的
政
治

共
同
体
設
立
に
関
す
る
決
定
」
憶
一
四
に
よ
る
欧
州
審
議
会
諮
問
会
議
の
E
C

S
C
閣
僚
理
事
会
に
対
す
る
提
案
に
至
つ
た
過
程
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

重
要
な
指
摘
は
、
「
E
D
C
条
約
の
署
名
は
、
そ
の
第
三
八
条
に
お
い
て
明
示

　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

に
い
わ
ゆ
る
政
治
共
同
体
設
立
計
画
が
規
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
実
現
し
た
と

い
え
よ
う
（
一
コ
頁
）
」
で
あ
り
、
こ
の
E
D
C
と
E
P
C
の
「
抱
き
合
わ
せ
」

　
　
　
紹
介
と
批
評

の
問
題
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ソ
ス
の
意
図
は
若
干
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
第
三
八

条
挿
入
の
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ブ
を
と
つ
た
イ
タ
リ
ア
政
府
の
意
図
に
つ
い
て
説
明

が
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
第
二
章
は
、
E
C
S
C
閣
僚
理
事
会
が
採
択
し
た

「
ル
ク
セ
ソ
ブ
ル
ク
（
一
九
五
二
・
九
．
一
〇
）
決
議
」
と
、
こ
れ
に
基
づ
い
て

E
C
S
C
総
会
を
E
D
C
総
会
に
相
応
す
る
八
七
名
の
構
成
員
に
拡
大
し
た
》
α

言
。
総
会
の
設
立
の
経
緯
に
論
及
し
て
お
り
、
な
ぜ
魅
左
ざ
。
総
会
と
呼
ば
れ

た
の
か
と
い
う
疑
問
に
解
答
を
与
え
て
い
る
。
た
だ
、
E
P
C
構
想
に
関
し
て

最
も
重
要
な
契
機
と
な
つ
た
ル
ク
セ
ソ
ブ
ル
ク
決
議
採
択
を
め
ぐ
る
ポ
リ
テ
ィ

ヅ
ク
ス
が
充
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
第
三
章
は
、
政
治

共
同
体
の
予
備
的
草
案
を
作
成
す
る
こ
と
を
》
亀
ぎ
。
総
会
か
ら
委
任
さ
れ
た

起
草
委
員
会
、
起
草
委
員
会
の
下
に
設
置
さ
れ
た
四
つ
の
小
委
員
会
（
管
轄
領

域
検
討
小
委
員
会
、
政
治
機
構
検
討
小
委
員
会
、
司
法
機
構
検
討
小
委
員
会
、
結
合
関
係

検
討
小
委
員
会
）
、
作
業
グ
ル
ー
プ
、
情
報
宣
伝
委
員
会
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
構

成
員
の
リ
ス
ト
お
よ
び
各
種
会
議
の
日
程
を
掲
げ
て
い
る
。

　
第
四
章
は
、
第
五
章
と
と
も
に
第
一
部
の
中
心
と
な
る
も
の
で
、
一
九
五
二

年
二
一
月
一
五
日
か
ら
二
〇
日
ま
で
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
起
草
委
員
会
第
三
会

期
に
お
い
て
審
議
検
討
さ
れ
、
採
択
さ
れ
た
六
つ
の
決
議
、
す
な
わ
ち
、
e
欧

州
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
お
よ
び
欧
州
防
衛
共
同
体
の
欧
州
（
政
治
）
共
同
体
へ
の

統
合
に
関
す
る
決
議
、
⇔
政
治
共
同
体
の
管
轄
領
域
に
関
す
る
決
議
、
㊧
政
治

共
同
体
の
政
治
機
構
に
関
す
る
決
議
、
㊨
政
治
共
同
体
の
司
法
機
構
に
関
す

る
決
議
、
㊨
政
治
共
同
体
と
第
三
国
お
よ
び
国
際
機
構
と
の
関
係
に
関
す
る
決

議
、
㊨
政
治
共
同
体
と
欧
州
審
議
会
と
の
間
に
樹
立
さ
れ
る
べ
き
結
合
関
係
に

関
す
る
決
議
、
の
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
哨
＝
　
　
（
ご
O
＝
こ
）
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紹
介
と
批
評

五
章
で
は
、
こ
の
起
草
委
員
会
の
六
つ
の
決
議
が
、
一
九
五
三
年
一
月
七
－
一

〇
日
E
C
S
C
》
α
ぎ
。
総
会
で
審
議
さ
れ
、
五
つ
の
特
別
方
針
が
決
定
さ
れ

た
過
程
が
詳
し
く
論
及
さ
れ
て
い
る
。
第
四
章
と
第
五
章
を
読
む
こ
と
に
よ
つ

て
、
こ
れ
ら
の
過
程
に
お
い
て
、
如
何
に
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
が
提
示
さ
れ
、
活

発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
か
よ
く
わ
か
る
。
第
六
章
で
は
、
》
ユ
ぎ
。
総
会
お

よ
び
欧
州
審
議
会
の
審
議
（
一
九
五
三
年
一
月
『
四
、
｝
六
ー
一
七
日
）
に
勇
気
づ

け
ら
れ
た
起
草
委
員
会
が
、
一
九
五
三
年
二
月
二
六
日
条
文
化
さ
れ
た
政
治
共

同
体
草
案
を
採
択
し
、
こ
れ
を
受
け
た
注
ぎ
。
総
会
が
一
九
五
三
年
三
月
一

〇
日
条
約
草
案
を
採
択
し
、
E
C
S
C
閣
僚
理
事
会
へ
送
付
し
た
過
程
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

　
第
一
部
を
読
ん
で
驚
か
さ
れ
る
の
は
、
ル
ク
セ
ソ
ブ
ル
ク
決
議
か
ら
条
約
草

案
採
択
に
至
る
ス
ピ
ー
ド
で
あ
る
。
と
く
に
、
E
D
C
条
約
作
成
の
過
程
と
調

印
後
の
批
准
の
遅
滞
状
況
と
比
べ
る
と
、
時
間
的
制
約
を
課
せ
ら
れ
て
い
た
と

は
い
え
、
わ
ず
か
六
ヵ
月
で
条
約
草
案
を
作
成
す
る
と
い
う
迅
速
な
行
動
は
、

＞
α
ぎ
。
総
会
お
よ
び
欧
州
審
議
会
諮
問
会
議
の
構
成
員
の
欧
州
統
合
に
対
す

る
熱
意
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
過
程
の

中
で
、
ど
こ
ま
で
構
成
国
の
主
権
を
移
譲
す
る
の
か
、
逆
に
如
何
に
国
益
を
反

映
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
く
み
を
つ
く
り
あ
げ
る
の
か
、
さ
ら
に
、
大
国
と
小

国
と
の
間
の
均
衡
を
如
何
に
と
つ
て
い
く
の
か
と
い
つ
た
葛
藤
も
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
。

　
第
二
部
は
、
欧
州
（
政
治
）
共
同
体
条
約
草
案
そ
の
も
の
の
分
析
に
あ
て
ら

れ
て
い
る
。
第
一
章
に
お
い
て
重
要
な
指
摘
は
、
E
C
S
C
お
よ
び
E
D
C
が

「
石
炭
と
鉄
鋼
」
、
「
軍
事
」
と
い
う
「
部
門
別
統
合
方
法
」
を
と
つ
た
の
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
ニ
ニ
　

（
二
〇
一
四
）

し
、
当
該
条
約
草
案
が
「
全
体
的
統
合
方
法
」
の
も
と
で
の
連
邦
ア
プ
・
ー
チ

に
基
、
つ
い
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
起
草
委
員
会
お
よ
び
》
α
ぎ
。
総

会
は
、
当
該
条
約
草
案
を
「
ヨ
ー
・
ッ
パ
憲
法
」
の
意
味
で
採
択
し
た
わ
け
で

は
な
く
、
こ
れ
以
降
の
六
力
国
の
国
家
レ
ベ
ル
で
の
交
渉
過
程
で
、
種
々
の
変

更
の
可
能
性
を
含
む
も
の
で
あ
つ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
章
は
、
欧
州

共
同
体
の
各
種
機
関
（
議
会
、
欧
州
執
行
委
員
会
、
閣
僚
理
事
会
、
司
法
裁
判
所
、
経

済
社
会
理
事
会
）
の
構
成
、
権
限
お
よ
び
機
能
に
つ
い
て
論
及
し
て
い
る
。
現

行
の
E
C
と
の
関
連
で
、
評
者
に
と
つ
て
最
も
興
味
が
あ
る
の
は
、
共
同
体
レ

ベ
ル
の
利
益
を
代
表
す
る
欧
州
執
行
委
員
会
と
国
益
を
代
表
す
る
閣
僚
理
事
会

と
の
関
係
で
あ
る
。
起
草
委
員
会
の
段
階
で
は
、
閣
僚
理
事
会
は
欧
州
執
行
委

員
会
と
な
ら
ん
で
共
同
体
の
執
行
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
が
、

》
α
ぎ
。
総
会
は
、
最
終
的
に
は
こ
の
よ
う
な
「
二
頭
立
執
行
機
関
」
制
度
を

採
用
せ
ず
、
閣
僚
理
事
会
を
共
同
体
執
行
機
関
か
ら
分
離
さ
せ
た
の
で
あ
る

（
＝
天
ー
『
二
九
頁
参
照
）
。
こ
の
結
果
、
閣
僚
理
事
会
は
欧
州
執
行
委
員
会
と

加
盟
国
政
府
と
の
間
の
機
能
調
整
を
は
か
る
バ
ラ
ン
サ
ー
の
役
割
を
演
ず
る
ζ

と
に
な
つ
た
が
、
欧
州
執
行
委
員
会
の
超
国
家
性
を
強
化
さ
ぜ
て
い
る
点
が
注

目
に
値
す
る
。
さ
ら
に
、
E
C
と
の
関
連
で
は
、
一
九
七
九
年
六
月
七
、
一
〇

日
E
C
の
欧
州
議
会
議
員
直
接
選
挙
が
初
め
て
行
な
わ
れ
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
民
の
代
表
と
し
て
直
接
選
挙
で
選
ぽ
れ
る
下
院
と
加
盟
各
国
の
国
会
よ
り
選

出
さ
れ
る
上
院
か
ら
な
る
二
院
制
議
会
が
興
味
深
い
。

　
第
三
章
は
、
欧
州
共
同
体
の
管
轄
権
の
問
題
を
論
じ
て
お
り
、
E
C
S
C
お

よ
び
E
D
C
が
欧
州
共
同
体
に
漸
進
的
に
統
合
さ
れ
両
条
約
に
規
定
さ
れ
て
い

る
管
轄
権
限
が
新
し
い
共
同
体
に
移
譲
さ
れ
る
他
、
新
た
に
外
交
政
策
の
分
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野
、
経
済
分
野
、
財
政
分
野
の
管
轄
権
が
生
じ
る
。
と
く
に
注
目
し
た
い
の

は
、
外
交
政
策
の
分
野
に
お
け
る
管
轄
権
で
、
の
ち
の
政
治
連
合
案
（
第
一
次
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
斌

第
二
次
フ
ー
シ
ェ
案
）
お
よ
び
現
行
の
E
C
加
盟
国
の
政
治
協
力
を
想
起
さ
せ

る
。
ま
た
、
経
済
分
野
で
も
、
経
済
問
題
一
般
に
対
す
る
管
轄
権
は
否
定
さ
れ

て
い
る
が
、
商
品
お
よ
び
資
本
の
自
由
移
動
な
ら
び
に
人
の
居
住
の
自
由
に
基

づ
く
「
共
同
市
場
」
を
漸
進
的
に
実
現
す
る
任
務
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
の
ち

の
E
E
C
の
原
型
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
第
四
章
お
よ
び
第
五
章
は
、

欧
州
共
同
体
の
加
入
、
連
合
、
欧
州
審
議
会
と
の
関
係
を
取
り
扱
つ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
目
標
は
、
共
同
体
へ
の
参
加
を
希
望
し
な
い
、
「
欧
州
審
議
会
の
極

め
て
ゆ
る
い
結
合
の
な
か
に
相
互
に
存
在
し
て
い
る
諸
国
家
を
、
漸
次
当
該
共

同
体
と
の
緊
密
な
結
合
関
係
に
、
究
極
に
は
組
み
入
れ
て
い
く
こ
と
（
ニ
ハ
五

頁
）
」
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
は
連
合
国
家
の
閣
僚
理
事
会
お
よ
び
上
院
へ
の
参

加
を
認
め
、
欧
州
審
議
会
と
の
密
接
な
関
係
を
規
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
注
目

に
値
す
る
論
点
は
、
こ
れ
ま
で
欧
州
審
議
会
に
対
す
る
一
般
の
評
価
は
低
い
の

に
対
し
て
、
「
欧
州
審
議
会
は
、
い
わ
ば
公
開
自
由
討
論
の
場
と
し
て
設
立
さ

れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
決
し
て
そ
れ
以
上
の
任
務
を
有
す
る
も
の
で
は
な
か
つ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
欧
州
審
議
会
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
現
存
す
る
諸

問
題
が
国
家
代
表
に
よ
り
、
自
由
か
つ
活
達
に
討
論
さ
れ
た
こ
と
こ
そ
…

評
価
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
…
…
…
欧
州
審
議
会
の
存
在
な
し
に
は
、

当
該
『
欧
州
共
同
体
』
創
設
に
関
す
る
具
体
的
審
議
は
、
む
し
ろ
困
難
で
あ
つ

た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
（
エ
ハ
三
ー
一
六
四
頁
）
」
と
高
く
評
価
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

　
資
料
編
に
は
、
欧
州
共
同
体
規
程
に
関
す
る
条
約
草
案
、
共
同
体
の
特
権
と

　
　
　
紹
介
と
批
評

免
除
に
関
す
る
協
定
、
欧
州
審
議
会
と
の
結
合
関
係
に
関
す
る
協
定
の
翻
訳
が

ド
イ
ッ
語
の
原
文
と
と
も
に
収
録
さ
れ
て
い
る
Q
こ
れ
で
、
E
C
S
C
条
約
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

E
D
C
条
約
と
並
ん
で
当
時
の
基
本
的
資
料
が
邦
訳
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
著

者
の
労
を
多
と
し
た
い
Q

三

　
以
上
、
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
国
際
法
に
関
し
て
門
外
漢
で
あ

る
評
者
が
あ
え
て
問
題
点
を
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
第
一
に
、
E
P
C
の
超
国

家
性
の
問
題
で
あ
る
。
著
者
は
、
「
当
該
欧
州
共
同
体
が
、
従
来
の
国
際
機
構

と
は
本
質
面
に
お
い
て
相
当
の
相
違
点
を
示
し
、
あ
る
意
味
で
は
、
国
家
的
構

造
に
よ
り
接
近
し
た
要
素
を
も
具
備
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
だ
か

ら
と
い
つ
て
、
ま
た
、
本
共
同
体
が
連
邦
国
家
的
な
結
合
関
係
に
あ
る
法
的
形

態
と
は
即
断
で
き
な
い
（
一
六
六
頁
）
」
と
、
E
P
C
が
新
し
い
国
家
の
結
合
形

、
態
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
さ
れ
て
い
る
が
、
い
わ
ゆ
る
「
超
国
家
的
機
構
」
で
あ

る
の
か
ど
う
か
、
超
国
家
性
の
意
味
と
と
も
に
解
答
が
欲
し
か
つ
た
Q

　
第
二
の
問
題
点
は
、
第
二
部
に
お
い
て
条
約
草
案
の
内
容
に
つ
い
て
詳
細
な

吟
味
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
第
一
〇
四
条
の
検
討
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
第
一
〇
四
条
は
、
「
加
盟
国
は
、
そ
の
領
域
内
に
お
い
て
憲
法
的
秩
序

お
よ
び
民
主
的
制
度
の
維
持
を
確
保
す
る
た
め
、
欧
州
執
行
委
員
会
に
対
し
そ

の
援
助
を
請
願
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
欧
州
執
行
委
員
会
は
、
全
員
一
致
を
必

要
と
す
る
閣
僚
理
事
会
の
同
意
を
も
つ
て
、
共
同
体
が
自
ら
の
指
導
に
よ
り
関

与
す
る
権
限
を
賦
与
さ
れ
る
条
件
を
確
定
す
る
。
右
規
定
の
草
案
は
、
下
院
成

立
の
の
ち
一
年
以
内
に
承
認
を
得
る
た
め
に
議
会
に
提
出
さ
れ
る
。
本
規
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
二
　
（
二
〇
一
五
）
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紹
介
と
批
評

は
、
共
同
体
法
律
と
し
て
公
布
さ
れ
る
（
二
〇
六
ー
二
〇
七
頁
）
」
と
定
め
て
い
る
。

つ
ま
り
、
所
定
の
手
続
が
完
了
し
た
暁
に
は
、
加
盟
国
の
憲
法
的
秩
序
お
よ
び

民
主
的
制
度
を
維
持
す
る
た
め
に
加
盟
国
は
欧
州
執
行
委
員
会
に
対
し
て
援
助

を
求
め
る
こ
と
が
で
ぎ
、
加
盟
国
の
内
政
に
干
渉
す
る
こ
と
を
認
め
る
可
能
性

を
示
し
て
い
る
。
条
約
草
案
そ
の
も
の
が
棚
上
げ
さ
れ
た
結
果
、
こ
の
条
項
も

実
験
に
移
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
つ
た
が
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
内
乱
に
端
を
発
し

た
一
九
五
七
年
の
フ
ラ
ン
ス
国
内
の
政
治
危
機
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
興
味
深

い
条
項
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
著
者
は
、
率
直
に
、
「
本
書
の
目
的
は
、
結
局
、
一
九
五
三
・
三
・
一
〇
欧

州
共
同
体
の
法
的
実
体
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
限
定
さ
れ
ざ
る
を
得
な
か
つ

た
（
エ
ハ
七
頁
）
」
と
述
べ
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
一
九
五
三
年
三
月
一
〇

日
以
後
の
諸
問
題
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
解
明
を
一
日
千
秋
の
思

い
で
待
つ
て
い
る
の
は
、
評
者
ば
か
り
で
は
あ
る
ま
い
。

　
と
も
あ
れ
、
本
書
の
貴
重
な
成
果
に
よ
つ
て
、
我
が
国
に
お
け
る
欧
州
統
合

の
研
究
が
ま
た
一
歩
前
進
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
今
後
の
一
層
の
発
展
を

祈
つ
て
や
ま
な
い
。

　
　
（
黒
神
聰
『
一
九
五
三
・
三
二
〇
欧
州
政
治
共
同
体
構
想
I
E
C
政
治
統
合
の

　
　
一
つ
の
指
標
1
』
、
成
文
堂
、
　
一
九
八
一
年
、
二
八
○
○
円
）

　
（
1
）
　
拙
稿
「
欧
州
統
合
の
理
念
と
そ
の
歴
史
的
展
開
ー
欧
州
共
同
体
の
歩

　
　
み
ー
」
、
細
谷
千
博
・
南
義
清
編
『
欧
州
共
同
体
（
E
C
）
の
研
究
－
政
治
力
学

　
　
の
分
析
1
』
、
新
有
堂
、
』
九
八
○
年
所
収
、
一
頁
。

　
（
2
）
　
経
済
分
野
に
焦
点
を
し
ぼ
つ
た
我
が
国
に
お
け
る
E
C
研
究
の
詳
細
な
文
献
リ

　
　
ス
ト
は
、
清
水
貞
俊
「
日
本
に
お
け
る
E
C
研
究
の
現
状
」
、
『
世
界
経
済
評
論
』
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
四
　
　
（
二
〇
一
六
）

　
一
二
巻
八
号
、
一
九
七
七
年
八
月
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
3
）
　
右
リ
ス
ト
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
は
、
た
と
え
ば
、
入
江
啓
四
郎
「
欧

　
州
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
の
成
立
」
、
『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
第
五
二
巻
丁
二
号
、
一
九

　
五
三
年
三
月
、
村
野
孝
「
シ
ュ
ー
マ
ン
・
プ
ラ
ン
の
一
考
察
」
、
『
国
際
法
外
交
雑

　
誌
』
第
五
二
巻
『
・
二
号
、
『
九
五
三
年
三
月
、
拙
稿
「
シ
ュ
ー
マ
ン
・
プ
ラ
ン
を

　
め
ぐ
る
英
国
の
政
治
過
程
（
一
）
、
（
二
）
」
、
『
法
学
研
究
』
第
四
八
巻
七
、
八
号
、
一

　
九
七
五
年
七
、
八
月
、
入
江
啓
四
郎
『
欧
州
防
衛
共
同
体
条
約
の
概
要
』
、
外
務
省

　
欧
米
局
、
』
九
五
六
年
、
田
村
八
郎
「
西
独
再
軍
備
へ
の
動
ぎ
」
、
『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
』

　
第
六
五
号
、
一
九
五
六
年
六
月
、
田
中
勇
「
欧
州
の
政
治
的
統
合
」
、
『
国
際
政
治
』

　
第
二
七
号
、
　
一
九
六
四
年
、
吉
村
健
蔵
「
欧
州
の
軍
事
的
統
合
」
、
『
国
際
政
治
』
第

　
二
七
号
、
一
九
六
四
年
、
平
瀬
徹
也
「
西
ド
イ
ツ
再
軍
備
間
題
と
フ
ラ
ン
ス
」
、
村

　
瀬
興
雄
編
『
現
代
独
仏
関
係
の
展
開
』
、
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
　
｝
九
七
〇
年
、

　
藤
木
登
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
E
D
C
論
争
」
、
関
西
外
交
史
研
究
会
編
『
現
代
外

　
交
の
理
論
と
歴
史
』
、
有
信
堂
、
　
一
九
七
一
年
、
藤
木
登
「
フ
ラ
ン
ス
の
E
D
C
政

策
」
、
　
『
大
東
法
学
』
第
二
号
、
　
一
九
七
五
年
三
月
、
肥
田
進
「
E
D
C
崩
壊
を
め

　
ぐ
る
ダ
レ
ス
外
交
」
、
　
『
早
稲
田
政
治
公
法
研
究
』
第
七
号
、
　
一
九
七
八
年
＝
｝

　
月
、
が
あ
る
。

（
4
）
　
黒
神
聰
「
西
ド
イ
ツ
の
欧
州
化
」
、
『
愛
知
学
院
大
学
法
学
研
究
』
第
一
七
巻

　
｝
・
二
号
、
　
一
九
七
四
年
七
月
。

（
5
）
　
拙
稿
「
E
C
加
盟
国
の
政
治
協
力
1
『
欧
州
と
ア
ラ
ブ
と
の
対
話
』
を
事
例

　
と
し
て
」
、
『
法
学
研
究
』
第
五
四
巻
三
号
、
『
九
八
『
年
三
月
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
6
）
　
佐
藤
和
男
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
の
創
設
に
関
す
る
条
約
　
解
説
と

　
試
訳
」
、
『
国
際
法
外
交
雑
誌
』
第
五
七
巻
二
号
、
一
九
五
八
年
六
月
、
中
村
洗
「
欧

　
州
防
衛
共
同
体
を
設
立
す
る
た
め
の
条
約
」
、
『
法
学
研
究
』
第
二
六
巻
七
号
、
一
九

　
五
三
年
七
月
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
俊
郎
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